


• 日本の名目国内総生産（ＧＤＰ）がドイツに抜かれ、３位から４位に転落する見通しとなった。円安の
影響でドルベースで目減りしたことやドイツの高い物価上昇が主な要因だ。ただ、経済の長期的な低迷
の表れとの指摘もあり、日本の国際的影響力の低下などにつながる恐れもある。 
•                                   
 名目ＧＤＰは実際に取引されている価格に基づいて算出されるため、為替動向や物価変動に左右さ
れる。円安・ドル高基調が続いており、ドル換算での目減りが背景にあるとみられる。 
コロナ禍からの回復でも差が出た。１９年と比べると、２３年は米国が２６％のプラス成長、中国は２３％、ド
イツは１４％の成長が見込まれる。日本はマイナス１７％だ。日本と米国の名目ＧＤＰを比べると、１９年の
４・２倍から２３年は６・４倍に差が拡大する。１０年に日本を抜いた中国は日本の４倍超で、もはや背中す
ら見えない状況だ。 
 第一生命経済研究所の熊野英生首席エコノミストは、「減税や給付金支給などの政策を繰り返せばさ
らに円安が加速し、２６年にインドに抜かれ、３０年前後には英国にも抜かれる可能性がある」と分析する。
みずほリサーチ＆テクノロジーズの酒井才介主席エコノミストは、「円安をむしろ生かし、訪日客向けの
ビジネス強化や先進的な介護サービスを輸出産業に育てて成長につなげるなど、発想転換が必要だ」
と指摘する。                    讀賣新聞2023-10-24 （秋田穣、ワシントン 田中宏幸） 
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「円安」が加速するにつけて経済指標で表せられる国力の順位はおちてきます。 

日本人がどんどん「貧しく」なっていく時代になりそうです。「根拠のない大国主義」か
ら目を覚まして堅実な国のありようを作りなおさないといけないようです。 


